これからの看護の課題　次世代看護職に期待する by 南 裕子



















































































とも 52 カ国で 2,600 万人の国内避難民が，1 億
1,400 万人に達する亡命者がいたとされています。
災害についても，自然災害を避けることはできま































は，2020 年には 40 万人の看護師が不足するとい
われています。政府のテコ入れで看護大学にお金
を注いでいるのですが，とても間に合わないと思

























































































































































































































































































































































は 26 単位ですが，それを 38 単位にまで上げて
いかないと，現在の社会のニーズに対応できない
といわれるようになってきました。その矢先，特
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す。
私たちは，患者さんの命を救っている職種です。
ケアを通して命を救うこともあり，また，ケアを
通して生活の質の改善をし，向上させているので
す。ここに立ち返り，私たち看護師は何ができる
のだろう，どこが PA と違うのだろうと考えます。
私は将来，NP も欲しいと思っています。です
が，今の日本は，「特定看護師（仮称）」としての，
私は「特定専門看護師」と呼びたいのですが，移
行期がある。しかし，いま言われている特定医行
為というのは，診療の補助行為の拡大だけですか
ら，療養上の世話の拡大とドッキングしない高度
な看護実践というものはあり得ないのです。そこ
が医師と看護師の違いなのだ，というスタンスに
立ち帰って，打って出ていくことが大事だと思い
ます。
看護学の発展に支えられた未来の看護
最後になりますが，私たちが看護の役割拡大を
するにしても，実践が質的に変わっていくにして
も，また，社会に対する役割が変わっていくにし
ても，それを支えているのは知識と技術です。も
ちろんフィロソフィーがあり，理念があり，人間
観があるという教養と，医療者である特別な倫理
感覚，これらを同時にあわせ持っていないといけ
ない。だからこそ，看護学は重要なのです。だか
らこそ，看護の大学は重要なのです。
大学の卒業者は，実践家として活動していくの
ですが，看護学のような実践科学の場合，実践家
が現場のなかで検証していくのです。自分の実践
を通して，世間で言われている看護の知識は正し
いのかどうか，新たな知識があるのかどうか。
私は，日本看護協の会長や国際看護師協会の会
長など，職能団体のヘッドを務めていたとき，痛
切に苦しかったのは，看護学の知識が，学問が，
育ちきっていないということでした。社会に対し
てインパクトのある，ある一定のエビデンスに基
づいたことをきちんと言える，そういう根拠がな
かったのです。
医学のように，学問として育っている分野を見
ていると，うらやましいと思います。だからこそ，
今の学部の学生さんにぜひお願いしたいのです。
現場へ出ていかれた時に，自分が習った知識が役
に立つかどうか，検証してください。役に立たな
い，使えない知識は，母校の先生に「あれはあま
り意味がない。」と伝えてください。
臨床家が言わなかったために，大学における看
護教育では，いまだにベッドメーキングに大変時
間をかけています。そんな使えない知識はいりま
せん。現場で必要な理念や考え方，今のニーズに
基づいたベッドの作り方，例えば，たくさん管を
持った患者さんがベッドに横たわっているベッド
メーキングを，実践家である看護師は，大学の卒
業者として，母校の先生に堂々と言って下さい。
また，私たち教育している者は，自分の教えて
いる知識は正しいだろうか，根本的に違うのでは
ないかと，絶えず思い続けていくことが必要なの
ではないかと思います。
日本は環境が整ってきました。大学，大学院も
増加し，それに伴い研究者も増加して，研究能力
の高い実践家がどんどんと育ってきています。実
践のほうが面白いからと，修士課程を修了しても
大学の教員になりたがらない人も多いのですが，
これは素晴らしいことだと思います。
こういった研究能力の高い実践家が育つととも
に，学会も発達してきています。ただ単に研究発
表をしたり，学会誌を発行するだけではなく，学
会としての提言ができるようになってきたので
す。学会の連合体としての日本看護系学会協議会
も生まれました。
先ほど申し上げた「高度専門看護師」，「特定専
門看護師」の教育課程は，今後，第三者機関によ
って教育機関として認められますが，そうすると，
日本看護系学会協議会が大きい役割を果たしてい
くことになると思います。特定の医行為を特定し
ていかなければならないからです。そして，一般
ナースではできないと誰が判定するのか。それは，
看護系学会が医系の学会と共同して，学問的に証
明しないといけないのです。今後，学会の役割が
すごく変わってくると思います。もちろん，学
会だけでなく，日本看護協会や CNS 協議会，NP
協議会などの関係機関もここへきて変わってきて
いるのですが，学問がこういった学会や機関を育
てていくのです。その一翼を，石川県立看護大学
は担い続けていかれるでしょう。
看護の目的と理念を基盤に，看護学の発展に支
えられた看護職の育成と，制度の確立が求められ
ていると私は考えます。
ご清聴，ありがとうございました。
